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次郎長翁を知る会

里

遊
侠
伝
の
職
界
、
「
歴
博
」
の
展
示
に

国
定
忠
治
や
次
郎
長
な
ど
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
世
界
を
初
め
て
歴
史
学
研
究
の
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
、
「
民
衆
文
化
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」
と
銘
打
っ
て
一
大
企
画
展
が
催
さ
れ
る
。
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
が
進
め
る
そ
の
計
画
と
は
１
．
（
上
駿
畷
製
は
聯
繍
新
鮒
擁
縦
）

千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る
歴
博
（
国
立
歴
史
民
俗
隙
物
館
．
一
デ
ュ
ー
サ
ー
や
作
家
ら
で
柿
成
さ
れ
る
委
員
ら
一
行
が
、

館
長
宮
地
征
人
）
と
い
え
ば
、
歴
史
学
、
考
古
学
、
民
俗
一
次
郎
長
研
究
の
た
め
当
地
を
訪
れ
た
の
は
、
昨
年
六
月
十

学
を
結
ぶ
唯
一
の
研
究
機
関
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

大
き
な
展
示
計
画
と
し
て
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
世
界
が
取
り
一
次
郎
長
が
国
の
研
究
機
関
の
手
で
真
正
而
か
ら
取
り
あ

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
十
六
年
の
オ
ー
プ
ン
を
一
げ
ら
れ
る
の
は
、
き
わ
め
て
異
例
の
こ
と
で
、
梅
蔭
寺
や

目
指
し
て
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
船
宿
末
廠
な
ど
を
二
日
が
か
り
で
調
査
し
た
模
様
は
、
静

「
民
衆
文
化
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
（
仮
称
）
」
と
銘
打
っ
た
企
一
岡
新
聞
や
朝
日
新
聞
に
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

画
展
の
中
心
と
な
る
高
橋
敏
教
授
を
は
じ
め
、
映
像
プ
ロ
一
展
示
の
側
玉
と
な
る
の
は
、
同
定
忠
治
や
次
郎
長
、
天

箕
⑧
４

》

資料調査する高橋敏教授ら。（梅蔭寺にて）ロ企そ

に保
水
瀞
伝
の
笹
川
繁
造
、
飯
岡
助
五
郎
ら
幕
末
に
活
躍
し

た
博
徒
で
、
す
で
に
国
定
忠
治
関
連
の
現
地
調
査
は
昨
年

一
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
六
月
の
調
査
で
は
次
郎
長
の

木
像
（
鉄
舟
寺
蔵
）
、
使
用
し
た
刀
剣
、
武
具
、
賭
博
の

用
具
類
な
ど
の
精
細
な
下
見
が
行
わ
れ
た
。
ほ
か
に
も
天

田
愚
庵
著
の
「
東
海
遊
侠
伝
」
の
初
版
本
や
、
お
ち
よ
う

さ
ん
自
筆
の
「
覚
え
書
」
天
田
愚
庵
の
「
次
郎
長
宛
書
簡
」

な
ど
が
展
示
品
の
候
補
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

総
指
揮
を
と
る
高
橋
敏
教
授
は
、
岩
波
新
書
「
国
定
忠

治
」
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
静
岡
県

次
郎
長
が
愛
用
し
た
刀
胴
田
貫
、
刃
渡
り
二
尺
九
寸
六
分

－１－
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史
編
纂
委
員
の
一
人
で
も
あ
り
、
当
地
に
深
い
理
解
の
あ

る
人
だ
。

高
橋
教
授
は
岩
波
新
書
「
国
定
忠
治
」
の
序
に
も
い
う
。

「
歴
史
は
支
配
す
る
者
、
さ
れ
る
者
の
、
権
力
と
人
民
の

図
式
的
な
一
元
論
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
し
、
政
治
、
経
済

だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
忠
治
の
時
代
や
社
会
は
、

幕
藩
体
制
の
制
度
や
組
織
を
構
成
す
る
人
だ
け
で
営
ま
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
体
制
か
ら
排
除
さ
れ
た
り
、
あ

え
て
組
織
か
ら
離
脱
し
た
人
々
の
存
在
に
は
無
視
で
き
な

い
重
み
が
あ
る
。
」

と
。
（
傍
点
編
集
部
）
忠
治
も
次
郎
長
も
、
こ
こ
に
い
う

「
体
制
か
ら
排
除
さ
れ
た
り
、
あ
え
て
組
織
か
ら
離
脱
し

た
人
々
」
、
す
な
わ
ち
ア
ウ
ト
ロ
ー
で
あ
る
。
彼
ら
の
存

在
は
大
衆
小
説
や
芝
居
、
講
談
、
浪
曲
、
映
画
な
ど
の
世

界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
形
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
い
い
か

は
い
し

え
れ
ば
正
史
で
は
な
い
「
稗
史
」
の
世
界
だ
。
そ
の
世
界

に
は
正
確
な
史
実
も
あ
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
誤
伝
も
あ

る
。
虚
と
実
が
紙
一
重
で
重
な
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
。
し

か
し
、
「
虚
実
皮
膜
の
境
界
に
あ
っ
て
人
間
の
怨
念
や
思

い
が
詰
め
こ
ま
れ
、
人
々
の
記
憶
の
奥
に
埋
蔵
さ
れ
た
稗

史
に
こ
そ
、
歴
史
の
真
実
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
」

と
高
橋
教
授
は
結
ぶ
。

次郎長翁を知る会
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次
郎
長
足
跡
の
北
限
を
訪
ね
て

ｌ
加
賀
大
聖
寺
の
関
所
門
と
山
代
温
泉
郷
Ｉ

関
所
門
に
て
。
前
列
塵
か
ら
三
人
目
＃
会
長
。

こ
う
し
て
、
忠
治
や
次
郎
長
を
主
役
に
、
ア
ウ
ト
ロ
ー

を
真
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
が
、
歴
博
の

「
民
衆
文
化
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」
．
と
銘
打
っ
た
展
示
企
画

で
あ
る
。
展
示
主
旨
に
も
稲
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
実
証

史
学
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ア
ウ
ト
ロ
ー
を
実
伝

と
し
て
歴
史
学
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
」
と
い

う
こ
と
で
、
幅
広
い
資
料
収
集
に
よ
っ
て
実
像
を
構
築
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ア
ウ
ト
ロ
ー
礼
讃
で
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
国
の
研
究
機
関
が
、
い
い
か
え
れ
ば

文
部
省
公
認
と
い
う
形
で
、
次
郎
長
や
剛
定
忠
治
に
光
を

当
て
よ
う
と
す
る
の
は
、
画
期
的
な
こ
と
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

展
示
の
具
体
的
な
内
容
は
、
す
で
に
二
年
ほ
ど
前
か
ら

展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
と
し
て
当
代
一
流
の
映
像
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
が
選
ば
れ
、
五
回
を
超
え
る
展
示
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
が
開
か
れ
て
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

展
示
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
委
員
（
◎
は
展
示
責
任
者
）

嵐
圭
史
前
進
座

浅
野
秀
剛
千
葉
市
美
術
館

小
池
章
太
郎
跡
見
学
園
女
子
大
学

小
林
文
雄
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

米
谷
博
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら

佐
藤
雅
美
作
家

沢
畑
利
昭
映
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

田
口
英
爾
作
家

中
山
信
如
映
画
史

「
民
衆
文
化
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
（
仮
称
と

平
成
十
六
年
度
開
催
予
定
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

駿
河
に
は
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ
あ
る

富
士
の
お
山
に
清
水
の
次
郎
長

「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
史
跡
探
訪
バ
ス
ッ
ア
ー
は
平
成

十
三
年
十
月
二
日
早
朝
、
清
水
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
次
郎
長
史
跡
の
北
限
で
あ
る
、
加
賀
大
聖
寺

関
所
門
を
訪
ね
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
、
街
お
こ
し
で
有
端

な
琵
琶
湖
畔
に
あ
る
長
浜
見
学
、
．
筆
啓
上
火
の
用
心
、

お
仙
泣
か
す
な
、
馬
肥
や
せ
」
で
有
名
な
越
前
の
丸
岡
城
、

し
み
と
り

さ
ら
に
日
本
海
、
太
平
洋
へ
の
分
水
嶺
地
の
白
鳥
を
歴
訪
、

や
ま
し
ろ

宿
泊
地
は
千
一
二
百
年
の
歴
史
を
も
つ
、
加
賀
山
代
温
泉
郷

の
ホ
テ
ル
百
石
石
で
す
。
到
蒜
し
て
、
竹
内
会
長
、
田
口

会
長
補
佐
を
中
心
に
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

そ
し
て
広
々
と
し
た
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
分
で
温
泉
に
つ
か
り
ま
し
た
。

翌
日
メ
イ
ン
で
あ
る
大
聖
寺
関
所
門
を
訪
ね
、
宗
寿
寺

の
和
尚
さ
ん
よ
り
案
内
、
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
郎
長
、
大
政
等
が
、
草
津
、
信
州
、
越
前
か
ら
、
加
賀

丸大宇松藤原服延
山久田浦井部広

保川
伸純武利正一幸真
彦一一久隆人男雄治

帝
京
大
学

日
本
女
子
大
学

映
画
監
督

映
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

本
館
情
報
資
料
研
究
部

本
館
情
報
資
料
研
究
部

本
館
情
報
資
料
研
究
部

本本本本本本本本
館館館館館館館館
情情情情情情情歴
報報報報報報報史
資資資資資資資研
料料料料料料料究
研研研研研研研部
究究究究究究究
部部部部部部部

新
井
勝
紘

一
ノ
瀬
俊
也

岩
測
令
治

久
留
島
浩

高
橋
一
樹

◎
高
橘
敏

仁
藤
敦
史

常
光
徹

－２－



次
郎
長
十
七
画
忌
と
お
ち
よ
う
さ
ん
の
写
真

た
と

大
聖
寺
に
辿
る
道
中
は
、
さ
ぞ
難
儀
で
あ
っ
た
ろ
う
と
恩

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
歴
史
と
ロ
マ
ン
を

感
じ
た
の
は
、
隣
の
寺
は
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
が
、
奥
の
細

麺
と
子

道
で
江
戸
か
ら
山
山
発
し
て
、
こ
の
地
を
訪
れ
、
こ
の
寺
に

宿
泊
し
地
元
の
人
々
と
吟
行
し
た
地
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
街
道
が
重
要
な
日
本
海
を
つ
な
ぐ
街
道
で

あ
っ
た
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
竹
内
会
長
の
経
済
講
座
が
あ

り
、
現
実
の
日
本
経
済
、
地
域
経
済
を
わ
か
り
や
す
く
、

明
確
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
我
々
一
同
望
外
の
喜
び

で
あ
り
ま
し
た
。

話
し
は
突
然
変
わ
り
ま
す
が
「
田
所
康
雄
」
を
御
存
知

で
す
か
？
子
供
の
頃
は
、
悪
ガ
キ
で
手
の
っ
け
ら
れ
な
い

不
良
少
年
で
し
た
。
こ
の
人
が
後
半
生
は
「
男
は
つ
ら
い

よ
」
で
寅
さ
ん
を
演
じ
、
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
「
渥

美
清
」
で
す
。
若
き
日
の
山
本
長
五
郎
と
田
所
康
雄
。
二

清
水
市
岡
町
の
月
見
里
神
社
、
通
称
笠
森
稲
荷
さ
ん
の

近
く
に
住
む
小
島
幹
夫
さ
ん
は
、
お
ち
よ
う
さ
ん
（
三
代

目
）
の
曽
孫
に
当
た
る
。

西
尾
藩
藩
士
篠
原
東
五
の
長
女
お
ち
よ
う
さ
ん
が
、
明

治
の
初
め
次
郎
長
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
だ
時
に
連
れ
て
き
た

筆
で
書
き
込
ん
だ
と
い
う
主
な
人
物
の
名
前
が
、
う
っ
す

ら
と
読
み
と
れ
る
。

次
頁
写
真
の
前
列
中
央
に
黒
紋
付
の
羽
織
で
端
然
と

坐
っ
て
い
る
の
が
お
ち
よ
う
さ
ん
、
七
十
二
歳
。
そ
の
左

側
に
子
供
を
抱
い
て
い
る
口
ひ
げ
の
人
物
が
入
谷
清
太
郎
。

子
供
は
て
い
さ
ん
の
長
男
小
島
茂
で
あ
る
が
、
て
い
さ
ん

は
二
列
目
の
右
か
ら
二
番
目
、
束
髪
（
当
時
二
○
三
高
地

と
呼
ば
れ
た
髪
型
）
に
結
っ
た
大
柄
の
女
性
で
、
お
ち
よ

う
さ
ん
か
ら
い
え
ば
孫
娘
に
当
た
る
。
そ
の
母
、
清
太
郎

の
妻
は
る
は
二
列
目
の
左
か
ら
二
人
目
に
立
っ
て
い
る
。

お
ち
よ
う
さ
ん
と
並
ん
で
前
列
に
坐
っ
て
い
る
の
は
、

子
分
た
ち
の
中
で
も
幹
部
の
者
た
ち
で
、
お
ち
よ
う
さ
ん

の
右
隣
が
次
郎
長
葬
儀
の
委
員
長
を
つ
と
め
た
当
目
の
岩

吉
。
関
東
市
こ
と
加
藤
市
五
郎
は
前
列
左
か
ら
二
人
目
、

次
郎
長
の
跡
目
を
継
ぎ
次
郎
長
二
代
目
を
称
し
た
小
沢
惣

太
郎
は
、
お
ち
よ
う
さ
ん
か
ら
数
え
て
右
へ
四
人
目
に

坐
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
お
ち
よ
う
さ
ん
の
顔
写
真
は
、
こ
れ
ま
で

お
ち
よ
う
さ
ん
の
長
男
清
太
郎
の
嫁
で
あ
る
入
谷
は
る
の

顔
写
真
が
間
違
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
原
因
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
昭
和
十
七
年
六
月
十
四
日
の
朝
日
新
聞

「
次
郎
長
五
十
年
祭
」
の
記
事
に
使
わ
れ
た
写
真
が
発
端

ら
し
い
。
そ
れ
か
ら
六
十
年
を
経
た
今
日
ま
で
、
は
る
さ

ん
の
写
真
が
お
ち
よ
う
さ
ん
と
間
違
え
ら
れ
て
使
わ
れ
続

け
て
き
た
。
も
っ
と
も
は
る
さ
ん
は
、
お
ち
よ
う
さ
ん
の

姪
に
当
る
か
ら
似
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
。
最
初
に
間
違

い
を
指
摘
し
た
の
は
、
戦
前
の
入
谷
家
近
く
に
住
み
、
は

る
さ
ん
の
晩
年
に
接
し
て
い
る
本
会
会
員
の
天
野
香
さ
ん
。

子
孫
の
小
島
幹
夫
さ
ん
も
、
お
ち
よ
う
さ
ん
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
写
真
が
、
は
る
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

三代目おちよう

－３－

入谷はる

長
男
清
太
郎
（
入
谷
氏
）
と
は
る
夫
婦
の
間
に
生
ま
れ
た

の
が
て
い
（
小
島
順
と
結
婚
）
と
麟
助
（
入
谷
家
を
継
ぐ
）

の
一
女
一
男
。
て
い
は
子
福
者
で
、
七
男
一
女
を
儲
け
た
。

そ
の
末
子
に
な
る
の
が
幹
夫
さ
ん
。

こ
の
小
島
幹
夫
さ
ん
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
次
郎
長
資
料
室

に
、
明
治
四
十
二
年
梅
陰
寺
で
行
わ
れ
た
次
郎
長
十
七
回

忌
の
集
合
写
真
が
寄
贈
さ
れ
た
。
（
次
頁
参
照
）
こ
の
写
真

は
有
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
の
は

す
べ
て
複
写
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
き
わ
め
て
珍
し
い
。
タ
テ

三
十
三
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
三
十
九
セ
ン
チ
の
額
ぶ
ち
模
様
で

飾
ら
れ
た
厚
手
の
写
真
板
紙
の
要
に
は
、
て
い
さ
ん
が
鉛

人
の
共
通
点
は
前
半
は
、
悪
ガ
キ
、
後
半
は
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
貢
献
し
ま
し
た
。
次
郎
長
は
清
水
港
開
港
と

発
展
に
尽
力
し
、
英
語
塾
を
開
き
ま
し
た
。
渥
美
情
は
、

映
画
、
テ
レ
ビ
で
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
心

と
き
め
く
二
人
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
こ
の
二
人
が
出
て
来
た
か
と
申

し
ま
す
と
、
東
名
高
速
を
バ
ス
が
通
過
中
に
、
バ
ス
ガ
イ

ド
さ
ん
は
、
ビ
デ
オ
で
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
を
放
映
す
る

こ
と
を
提
案
、
拍
手
に
よ
り
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
次
郎
長
と
寅
次
郎
」
、
波
乱
多
き
二
人
の
人
生
に
、
高

速
バ
ス
の
座
席
で
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
窓
の
外
を
見
ま
す

と
、
時
あ
た
か
も
満
月
が
大
き
く
、
明
る
く
飛
び
込
ん
で

来
ま
し
た
。

「
満
月
や
次
郎
長
さ
ん
も
寅
さ
ん
も
」

お
月
さ
ん
は
、
次
郎
長
翁
と
寅
さ
ん
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
ん
だ
ろ
う
か
？
（
運
営
委
員
・
室
伏
尚
美
）



◎
春
の
史
跡
探
訪
ツ
ア
ー
は
川
根
町
訪
問

温
泉
や
水
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
ば
か
り
で
な
く
、
静

岡
新
聞
夕
刊
コ
ラ
ム
「
窓
辺
」
に
健
筆
を
ふ
る
っ
た
河
野

町
長
が
、
知
る
会
と
の
地
域
交
流
を
申
し
出
ら
れ
た
。
こ

と
の
発
端
は
、
平
成
十
三
年
の
秋
、
竹
内
宏
会
長
と
さ
る

会
合
で
会
わ
れ
た
と
き
、
河
野
町
長
の
祖
父
が
次
郎
長
の

子
分
だ
っ
た
と
の
話
が
あ
り
、
明
治
初
期
の
珍
し
い
資
料

が
た
く
さ
ん
提
供
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
話
が
と
ん
と
ん
拍
子
で
進
ん
で
、
こ
の
春
の

次
郎
長
史
跡
探
訪
ツ
ァ
ー
は
、
川
根
町
訪
問
と
決
定
し
た
。

竹
内
宏
会
長
も
同
行
し
て
、
竹
内
節
を
た
っ
ぷ
り
聞
か

せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
河
野
町
長
は
じ
め
川
根
町
の
人
た

ち
と
の
交
流
、
町
営
温
泉
入
湯
、
満
開
の
お
花
見
な
ど
、

楽
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。

〈
川
根
町
訪
問
バ
ス
ッ
ァ
ー
〉

日
時
・
平
成
十
四
年
四
月
四
日
八
・
三
○
出
発

訪
問
先
・
川
根
町
町
営
温
泉
、
ふ
れ
あ
い
の
泉
、
資
生

堂
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
等
。

参
加
費
．
五
○
○
○
円

瞳
園
国
回
Ｅ

②
次
郎
長
翁
を
知
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
現
在
、
会
報
十
三
号
ま
で
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
公
開
中
で
す
。

『
会
議
室
か
ら
』
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

毎
月
の
運
営
会
議
内
容
や
最
新
の
情
報
、
こ
ぼ
れ
話
し

な
ど
が
満
赦
で
す
。
言
冒
ミ
冒
呂
。
ｂ
愚
弄
巴
四
・
頁
日
一
・

（
広
報
部
中
川
元
比
古
）

ｬ1
Ｌ処

ロー■ご型一

－ ４－

明治42年６月12日、梅陰寺で行われた次郎長17回忌の参列者。前列左から４

人目が三代目おちよう。その左が長男入谷清太郎。向かって右隣が当目の岩吉。

前列左から２人目が関東市こと加藤市五郎。前列右から３人月が次郎長一家二

代目を継いだ小沢惣太郎。入谷麟助は二列目おちようと清太郎の間。


